
プレスリリース 
 
 
 

 
コンテナ苗の普及に向けた現地検討会（林業の低コスト化に向けた取組） 

の開催について 

 
ポイント 

 

・森林総合研究所関西支所と近畿中国森林管理局が共同で実施してきた「伐採・植付一貫作

業下でのコンテナ苗等の活着・生育実証」研究の成果と課題を森林管理局・署、民有林関

係者(府県・市町村担当者、府県の森林・林業研究機関担当者、森林組合職員等) に報告す

るとともに、民有林関係者と国有林技術者並びに森林総合研究所関西支所研究者が、意見

交換を行う。 

 

・日時：平成 28年 10月 13日（木）～10月14日（金）  

・場所：豊並樹苗生産組合（岡山県勝田郡奈義町高円１１５５） 

三光山国有林５９１り林小班(岡山県新見市) 

 

近畿中国森林管理局と森林総合研究所関西支所が、2013 年 8 月 1 日に締結した「近畿及び中国地域の森

林・林業に関する研究と技術開発等の円滑な促進に向けた連携と協力に関する協定」に基づき、共同で実施

してきた研究・技術開発の成果と課題を、民有林関係者(府県・市町村担当者、府県の森林・林業研究機関担

当者、森林組合職員等)に報告するとともに、民有林関係者と国有林技術者並びに森林総合研究所関西支所研

究者が、意見交換する現地検討会を、下記により開催することとなりました。 

この現地検討会は、近畿及び中国地域の林業の活性化に必要な課題解決に向けた、今後の研究・技術開発

の円滑な推進及び成果の普及と定着の促進を図ることを目的としております。 

 

記 

 

【日  時】：平成 28年10月 13日（木）～10月 14日（金）  

【場  所】：豊並樹苗生産組合（岡山県勝田郡奈義町） 

岡山森林管理署三光山国有林(岡山県新見市) 

        

【内  容】 コンテナ苗の普及に向けた現地検討会（林業の低コスト化に向けた取組） 

【参加研究者及び技術開発者】 

       民有林並びに近畿中国森林管理局関係者、森林総合研究所関西支所関係者ほか 

 

 

問い合わせ先など 

国立研究開発法人 森林総合研究所  関西支所長             吉永秀一郎 

広 報 担 当 者：森林総合研究所関西支所 産学官民連携推進調整監  家原敏郎 

問い合わせ先：森林総合研究所関西支所 地域連携推進室長     伊藤 弘 

Tel：075-611-1201（代）  Fax：075-611-1207 

 

本資料は、京都府記者クラブに配布しています。 

 
 
  

平成２８年９月３０日 
国立研究開発法人森林総合研究所関西支所 



背景・経緯 

 

近畿及び中国地域(２府１２県)では、戦後植林された人工林が伐採可能なまでに成熟しつつあり、一方で

国産材を使う大型の製材工場や合板工場の出現もあり、今後は、需要の増大に対応するために人工林の皆伐

を進め、伐採跡地の植栽・保育事業の拡大を通じて、地域の雇用を増やし、地域の暮らしを守っていく必要

があります。このような状況のなかで、近畿中国森林管理局と森林総合研究所関西支所には、それぞれの人

材、資源、フィールドや研究蓄積等を活用しながら、近畿及び中国地域の森林所有者の造林意欲の向上、ひ

いては、近畿及び中国地域の林業の活性化に必要な課題解決に向けた研究と技術開発、そして、開発された

技術の普及と定着が求められています。 

 

内容・意義 

 

近畿中国森林管理局と森林総合研究所関西支所が、「伐採・植付一貫作業下でのコンテナ苗等の活着・生

育実証」研究のなかで共同で研究・開発してきた、ヒノキコンテナ苗の活着・生育実証研究についての研究

成果と課題を、民有林関係者(府県・市町村担当者、府県の森林・林業研究機関担当者、森林組合職員等)に

報告するとともに、民有林関係者と国有林技術者並びに森林総合研究所関西支所研究者が、情報・意見交換

する現地検討会を開催します。今回は特に、コンテナ苗の生産現場を訪問し、生産者の方からもその生産の

工夫と現状について話題提供していただきます。本検討会を通じ、近畿及び中国地域の林業活性化とそれに

必要な課題解決に向けた、今後の研究・技術開発の円滑な推進に資するものと期待しています。 

 



  コンテナ苗の普及に向けた現地検討会（林業の低コスト化に向けた取組） 

 

１ 開催日 

    平成２８年１０月１３日(木)、１４日(金) 

     

２ 場所 

    豊並樹苗生産組合（岡山県勝田郡奈義町）〈第一部〉  

    三光山国有林（岡山県新見市）〈第二部〉 

 

３ 日程 

 (１)第一部 ※豊並樹苗生産組合集合（１３：２０集合） 

    ① 開会、挨拶（近畿中国森林管理局森林整備部長）１３：３０－１３：３５ 

    ② 日程説明                   １３：３５－１３：４０ 

    ③ 苗木生産者からの情報提供（豊並樹苗生産組合 組合長理事 長畑 州三） 

        ・コンテナ苗生産の工夫と現状について    １３：４０－１４：２０ 

    ④ 近畿中国森林管理局からの情報提供      １４：２０－１４：５０ 

        ・コンテナ苗を活用した一貫作業システムの有意性 

    ⑤ 休憩                    １４：５０－１５：００ 

    ⑥ コンテナ苗生産現地見学                     １５：００－１５：５５ 

        ※意見交換を交えながら見学  

    ⑦ 閉会（まとめ）               １５：５５－１６：００ 

 

 (２)第二部 ※神郷道の駅（鯉が窪）駐車場集合（９：００集合） 

    ① 開会、挨拶（近畿中国森林管理局森林整備部長） ９：３０－ ９：３５ 

    ② 日程説明                                    ９：３５－ ９：４０ 

    ③ 近畿中国森林管理局からの情報提供       ９：４０－１０：００ 

      ・森林技術・支援センターの取組                 

      ※低コスト造林に向けた取組  

    ④ 下刈省力現地見学（現地説明含む）      １０：００－１１：００ 

        ※意見交換を交えながら見学 

    ⑤ 森林総研からの情報提供           １１：００－１１：３０ 

        ※コンテナ苗の活着・生育実証等の成果と課題 

    ⑥ 意見交換                                   １１：３０－１２：００ 

    ⑦ 閉会                                      １２：００ 

 

４ 出席者（参集範囲） 

【第一部】：府県・市町村林務担当者、森林組合種苗担当者、森林整備センター 職員 

【第二部】：府県の林業普及指導員、森林・林業研究機関の職員、市町村林務担当者、 

森林整備センター職員、森林組合等の施業プランナー 

 

【参加申し込み先】 
  所属機関毎に、氏名、一部、二部どちらへ参加か、交通手段をとりまとめて、１０月５日（月）までに 

近畿中国森林管理局 技術普及課 積、倉石企画官 (Fax ０６－６８８１－２０５５)まで 


